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腦 膜 透 過 性 ノ 實驗 的 研 究
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網状織内被細胞系統ト腦膜透過性 トノ關係ニ就テ

      岡山醫 科大學柿沼 内科教室

      龜 山 茂 松

       [昭和8年9月37日 受稿]

Aus  der med. Klinik der  Okayama Medizinischen  Fakultat 

(Vorstand: Prof. Dr. K. Kakinuma).

Beitrag zur Konntnis uber die Blut-Liquorschranke.

(II. Mitteilung.)

Das Retikuloendothelialsystem und die Blut-Liquorsehranke.

Von

Dr. med. S. Kameyama.

Eingegangen am 27. September 1933.

Das Retikuloendothelialsystem steht wahrscheinlich in einer gewissen Beziehung zu

der Blut-Liquorschranke, da Meningen und Plexus chorioideus, auf die der Hauptteil

der Schrankeafunktion zuruckgefuhrt wird, mehrere zum Retikuloeudothelialsystem

gehorende Zellen, u.z. Histiozyten (Aschoff, Kiyono), enthalten. 
Von den Resultaten unserer diesbezuglichen experimentellen Untersuchungen sind 

die folgenden hervorzuheben (Die Permeabilitat der Meningen wurde hier auch nach 

Walter, wie bei dea in der vorigen Mitteilung berichteten Versuchen gemessen): 

1) Nach der Kaseosanverabreichung, und zwar gleichgultig, ob man mit der Dose 

0.01ccm pro Kg. aufing und jeden Tag steigerte, bis sie nach 10 Tagen 0.1ccm erreichte,

oder ob man nur einmal 0.2ccm pro Kg. auwandte, war in beiden Fallen am 3. Tage,

der auch gerade dem 6. Tage, nach der Brominjektion entsprach, die Permeabilitat der 

Meningen fast gleich oder eher meter verdichtet als bei normalen Tieren. 
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2) Dagegen war sowohl nach Electrargolinjektion als auch nach Entmilzung die 

Steigerung der Permeabilitat der Meningen mehr oder weniger deutlich, und zwar 

dann besonders ausgepragt, wenn beides, die  Electrargolinjektion sowie die Entmilzung, 

zusammen ausgefuhrt wurde. (Autoreferat.)
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第1章 緒 言

余 ハ曩 ニ實驗 的發 熱,殊ニ 「チフスワクチ

ン」,「テル ミン」溶液注射,温 穿刺發 熱家 兎

ニ於 テー般ニ 腦膜透過性 ノ亢進セルヲ認 メタ

リ.今發 熱 ト網状織 内被細胞系統(以 下網内

系ト 略記 ス)機 能 トノ關係ヲ 考 フルニ網 内系

ノ状如何ガ發熱 ノ程度及 ビ樣式ニモ 一定 ノ影

響ヲ 及 ボス事ハ教室 ノ原田,日 下,三 谷氏 ノ

研 究モア リ.生體 ノ主要ナル防禦作用ヲ營 ム

ト認 メラルル網内系ガGautierノ 所謂Role

protecteur du tissu nerveux.ア リ トセラルル

Schrankeニ 何等 カノ影響ヲ 及ボスベキハ想

像 セラルル所ニ シテ臨牀 上ニ 於テモ亦興味 ア

ル問題ナ リ.Blut-Liquorschrankeノ 機 能 ノ

主要部分ナ リトセラルルPia Mater, Plexus

chorioideus.等 ガ網 内 系ニ屬 ス ル 細 胞ヲ 多 數

含 有 セ ル 事 ハ既ニZand, Nathalie, Stern et

Rapoport.ノ 研 究,濱 崎,渡 邊,Albert H du

Bois,坂本 氏 等 ノ報 告ヲ 見 ル.然 ル ニ 網 内 系

ガSchrankeノ 機 能ニ 關 シ テ如 何 ナ ル 影 響 ヲ

及 ボ ス カ ニ 就 テ ハ 殆 ド研 究 セ ル 者 ナ ク,僅 ニ

Stern, Kassil et Lokschina.ガ 家 兎,猫 ニ

墨 汁 注 射 ヲナ シ蒼 鉛,溶 血 素(hemolysines

acquises)ヲ 以 テ檢 セ ル モ之 等 ノ測 定 方 法 ノ

不 完 全 ナ ル ハWalterモ 亦 指 示 セ ル 所,且 其

ノ成 績 モ 用 ヒタ ル 物 質 ニ ヨ リ區 々ナ リ.是 レ

余 ガ 今囘Walter氏 臭 素 法 ヲ以 テ網 内 系 ノ機

能 異 常 時ニ 於ケ ルSchrankeノ 状 態 ヲ窺 知 セ

ン ト企 テ タ ル 所 以 ナ リ.

第2章 實驗 方 法

實驗動物 トシテハ體重2000g前 後 ノ強壯ナル

成熟家兎ヲ用ヒ總テ1週 間以上一定量ノ豆腐粕及

ビ水 分 ヲ與 ヘ テ飼 養 シ タル後 使用 セ リ.「ブ ロー ム

ナ トリウ ム」 投 與方 法 トシテ ハ 「發熱 ト腦膜 透 過
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性 トノ關係 」 ニ就 テ述ベ タル ガ如 ク各家 兎 ニ就 テ

總 テ毎 日10%「 ブ ローム ナ トリウ ム」 溶液2.0cc

ヲ耳靜脉 ヨ リ注入 シ5日 間連續 第6日 ノ早晨空 腹

時 ニ血液 及 ビ脊髓 液 ヲ採 取 シテ「ブ ロー ム」量 ヲ測

定 シ透 過 率 ヲ計 算 シ之 ヲ正常 家兎 ノ透 過率,即 チ

平 均1.20(1.11-1.27)ト 比較 シテ其 ノ亢 進或 ハ 減

退 ヲ定 メ,更 ニ「ブロー ム ナ ト リウム」溶 液 ノ注射

ヲ續 行 シ 初 ヨ リ第10日 目ニ 更ニ 第2囘 ノ透 過 率

ヲ檢 査 シ,之 ヲ正 常値1.12ト 比較 セ リ.本 實驗 ニ

於 テ 余 ハ網 内系 ノ機 能 ヲ亢 進或 ハ減弱 セ シム ルガ

如 キ状 態 トナ シ,其 ノ透 過 率 ニ及 ボ ス影響 ヲ觀 察

セ ン トシタ リ.網 内系 ノ機 能失 調 ヲ惹 起 セ シ メ ン

ガ爲ニ 用 ヒ ラル ル方 法 ハ 動物 ニ種 々 ノ膠樣 物 質 ヲ

注射 シテ之 ヲ本 系統 ノ細胞 ニ攝 取貪 喰 セシムル填

塞 ア リ.或 ハ本 系統ニ屬 ス ル細胞 ヲ多數 含 有 ス ル

器 官 ノ剔 出(例 之脾臓)ヲ 行フ カ,或 ハ兩 者 ノ合

併〓 行フ 方法 ア リ.サ レ ド,コ ノ方法 ハ 注入物 質

ノ種 類,性 質及 ビ某 ノ分量ニ ヨ リテ本系 統 機能 ハ

或 ハ刺 戟 セ ラ レ或ハ 麻痺 セ ラル ル事ハ 既ニ 先人 モ

(Aschoff, Dietrich, Joseph)述 ブル所 ナ リ.網 内

系 ノ刺 戟ニ ハ 之 等膠樣 物 質(Tusche, Kollargol,

Eisenzucker)等 ノ少量 或 ハ殊ニDietrich, Joseph

ハKaseosan,岡 本氏 ハ 「ヒ リン」ノ少 量 ヲ用ヒ タ

リ.

Kaseosan, Eriosan, Pepton, Yatren, Yatren-

Casein,自 家 血 清,他 家 血清,Omnadin, Novopro-

tin等 ハ普 通 治療 上 ニモ應 用 シR. Schmidtハ 「蛋

白體 療 法 」.GroesハErgotropentherapieト シ

BierハReiztherapieト ス ルモ,之 等ハ 網 内系 ノ

状 態 ガ主 要 ナル 役 ヲナ シ,殊ニ 其 ノ刺 戟ニ アル ヤ

疑 ナキ所ニ シテ,勿 論Arndt Schulzノ 「總 テ生 物

ニ弱 キ刺戟 ヲ與 フル トキハ生 活 機能 ヲ活溌ニ シ中

等 度 ノ刺戟 ハ之 ヲ抑制 シ最 モ強 キ刺 戟 ハ之 ヲ阻 止

ス」 トイ フ原則 又 ハVirchowノ 「適 當 ノ刺 戟 ハ組

織 機能 ノ亢 進 ヲ來 スモ不 適當 ナル過 度 ノ刺戟 ハ 却

ツテ 機能 ヲ麻 痺 セ シム」 トイ フ生 理 學的 原 則ニ 一

致 シテ其 ノ分 量 ヲ顧 慮 セザ ルベ カ ラズ.

余 ハ教 室 藤 田,日 下,原 田,三 谷氏 等 ノ行 ヒ シ

方 法ニ ヨ リ,家 兎ニElectrargol (Clin)注 射 及 ビ

脾 臓 剔出 或 ハ兩 者 ノ合併 試驗 ヲ行 ヒ又刺 戟 方法 ト

シテ ハKaseosanノ 皮下 注射 ヲ行 ヘ リ.其 ノ分 量

及 ビ方法 等ニ 就 テハ 各節ニ 詳 述 スベ シ.

第3章 實驗 成 績

第1節 「カゼオザン」注射 ノ影響

第1項 少 量連續 注射

「カゼオザ ン」pro kg體 重0.01gヨ リ毎 日

0.01cc宛 増 量 シ0.1cc迄10囘連續 皮下ニ 注

射 シ,其 ノ後満3日 目ニ「ブローム」ノ透過率

ヲ測定 ス.勿 論血液,脊髓 液採取 日ガ 「ブロ

ームナ トリウム」溶液注射第6日 目ニ當ル如

ク像 メ「ブロームナ トリウム」ヲ注射 シ置 ク.

第1表 「ヵゼオザン」小量連續皮下注射後透過率
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正常家 兎「ブローム」透過率ニ就テハ 「實驗 的

發熱 ト腦膜透過性」ニ於テ詳述 セシテ以テ茲

ニ再記 ノ煩ヲ 避 クル事 トシ,第1表 ニ於 テ成

績ヲ 見 ルニ第6日目 ノ平均透過率1.28及 ビ第

10日 目ノ1.20ハ 之ヲ 正常家 兎ノ透過率1.20

及 ビ1.09ニ 比較 スルニ 其 ノ値稍 々高 ク即 チ

透過性寧 ロ減退 セルガ如 シ.

第2項 「カゼオザン」pro kg體 重

0.2cc 1囘 注射

「カゼオザ ン」pro kg體 重0.2cc注 射 後満

3日 後透過率測定ヲ 行 フ.之ニ 於 テモ注射後

満3日 後 ガ「ブロームナ トリウム」溶液注射第

6日 目ニ當 ル如 ク豫 メ「ブローム」ヲ注射 シオ

ク事勿論ナ リ.其 ノ成績ハ第2表 ニ見ルガ如

ク第6日 目第1囘 ノ透過率ハ1.24ニ シテ殆

ド正常 ニ近 ク第10日 目第2囘 ノ透過率モ正

常値 ニ近 ク寧 ロSchrankeハ 緊密 トナ リシ傾

アルヲ 認ム.

第2表 「カゼオザン」中等量1囘 注射

第2節 「エ レク トラル ゴール」注射

ノ影響

先 ヅ10%「ブロー ムナ トリウム」溶液2.0cc

宛 耳靜脉内 ニ注射ヲ 始 メ,注 射第3日 目ヨリ

他側耳靜脉 内ニElectralgol (Clin) pro kg

體 重4.0cc宛3囘 注射ヲ ナ シ第6日 目ニ透

過率ヲ 測定 セリ.其 ノ成績第3表ニ 示 スガ如

シ.

第3表 「エ レク トラルゴール」pro kg體 重4.0cc3囘 注 入後透過率

コノ第3表 ノ成績ヲ 正常家兎透過率第6日

目平均1.20ニ 比較 スレバ 第1例 ハ正常値ナ

ルモ他 ノ3例 ハ透過性梢 々亢進 セル傾 向ヲ示

シ第10日 目 ニハ殆 ド正常値 トナ レルヲ 見ル.

即 チ「エ レク トラルゴール」注射直後 ニハ透過

率ニ 多少ノ影響ヲ 及 ボシ,之ヲ亢 進 セシムル

傾 向アルヲ 認ム ルモ暫時 ニシテ正常値 ニ囘復

スルガ如 シ。
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第3節 脾臓剔 出ノ影響

脾臓ハ 網状織内被細胞系統 ニ屬 スル重要ナ

ル器官ニ シテ,本 系統機能 ニ屬 スル細胞 ノ數

量的減弱ヲ 來サ シムル目的ヲ 以 テ其ノ剔出 ヲ

行ヘ リ.脾 臓剔出ハ毎常麻醉ヲ 用 フル事ナク,

防腐的注意 ノ下ニ行 ヒ,手 術 ハ可及的迅速ニ

且能 フ限 リ出血ヲ 避 ケタ リ.脾 臓剔出後 ニハ

清野,得 能氏等ハ網内系 ノ機能ハ一時的ニ抑

制 セラル トシ,三 輪,今 村氏等ハ機能亢 進ヲ

來 ス トイ ヒ其 ノ一致ヲ缺 ケル點 モア レドモ,

剔 脾後 ハ他器官 ノ本系統ニ屬 スル細胞 ニヨリ

ヲ代償 セラル即チ肝臓,腎 臓等ニ 脾臓組織 ノ

増殖ヲ 來 スガ故ニ(清 野氏)剔 脾後1週 間 目

ニハ「ブローム」測定ヲ 行 フ如 ク準備ヲ ナ シタ

リ.之 ガ爲 ニ脾臓剔 出後翌 日ヨリ10%「ブ ロ

ームナ トリウム」溶液ヲ 家 兎耳靜脉 内ニ 注入

ヲ始 メ「ブローム」注射第6日 目,即 チ剔脾 手

術 ヨリ第1週 間 目ニ第1囘 「ブローム」透過率

ヲ測定 セ リ.

其 ノ成績 ハ第4表 ニ示 スガ如 ク第1同 透過

率ハ正常家 兎ノソレニ對照 シテ稍 々低ク即 チ

透過性 ハ稍 々亢進 シ各例 ニヨリテ多少ノ差 ハ

アレドモ第1例,第2例 ハ殆 ド正常値ニ等 シ

ク他 ハ相當著明ニ透過性亢進 ヘノ傾向ヲ示 セ

リ.或 ハ第1,第2例 モ一時的 ニ透過性亢 進

ヲ示 セル時期 アリシモ所謂代償機能ノ爲正常

値ニ 近 キ値ヲ 示 シタ リ ト考 ヘラルルモ遽ニ斷

定 シ難 シ.「ブ ローム」注射第10日 目ニハ第

3例 ガ僅 ニ亢進セルノミニ シテ 他 ハ先 ヅ正常

値 トイヒテ可ナ リ.其 ノ成績第4表 ニ示スガ

如 シ.

第4表 剔 脾 後 透 過 率

第4節 「エ レク トラルゴール」注射

及ビ剔 脾合 併試驗 ノ影響

先 ヅ前節 ニ述 ベタル如 ク脾臓剔 出ヲ行 ヒ翌

日ヨリ直チー10%「ブロー ムナ トリゥム」溶

液ノ耳靜脉 内注入ヲ 行 ヒ「ブローム」注射第3

日 目 ヨ リElectrargol (Clin) pro kg體 重

4.0cc宛 毎 日「ブ ロ ー ム」溶 液ト 同 時 ニ 他 ノ耳

靜脉 ヨ リ注 入 シ3日 間連續 シ「ブ ロー ム」溶 液

注 射 第6日 目 ニ第1囘 ノ透 過 率 ヲ 測 定 セ リ,
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第5表 剔脾 及ビ「エ レク トラル ゴール」3囘 注入後透過率

之 ニ依 テ見ルニ各例 ニ就テハ多少 ノ差異 ア

ルモ概 シテ「ブローム」注射第6日 及ビ 第10

日目 ニ著 シキ透過性 ノ亢進ヲ 示 セリ.而 モ各

例 ノ透過率 ノ差ハ カナ リ大ナ リ.

第1囘 及ビ 第2囘 透過性ハ 第2囘 目ニ却

ツテ更 ニ亢進 セルモノ多ク(第1ヨ リ第4例

迄)第5例 ハ第2囘 目透過率僅ニ減退 セル ヲ

示 セリ.脾 臓剔 出及 ビ「エ レク トラルゴール」

注射ヲ 併 用セシ場合ニハ網内系ノ機能ハ一 般

ニ減弱 ヲ來 スモノナ ルベキ事ハ 小林,鹽 津,

Bieling, Siegmund,又 教 室藤田,原 田,日

下,三 谷氏等ノ實驗 成績 ヨリ窺知 シ得 ル所 ニ

シテ果 シテ然 ラバ網 内系機能減弱 ハ腦膜透過

性ヲ亢 進 セシムルモノナル事ヲ 知ル.

以上「カゼオザ ン」少量連續 注射及ビ 中等量

1囘 注射後及 ビ網内系失調,殊ニ 其 ノ機能減

弱ガ腦膜透過性 ニ及 ボス影響ヲ 見 ルニ,「カゼ

オザ ン」注射後 ニ於 テハSchrankeノ 機能 ハ

寧 ロ緊密的 トナ リ,網 内系機能失調時 ハ透過

性亢 進 ス.今 之 ヲ圖示 ス レバ第6表 ノ如 シ.

第6表
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第4章 總 括 及 ビ 考 案

敍上 ノ實驗 成績ヲ 總括 スルニ「カゼオザ ン」

少量注射ニテハSchrankeノ 透過性ハ寧 ロ緊

密 トナ レル傾向ヲ 認 メラレ,「 エ レク トラル

ゴール」注 入,剔 脾及ビ兩 者合併 ニテハ透過

性亢 進 スルヲ 見ル,殊 ニ後者 ニ於 テハ其 ノ著

明ナルヲ知 レリ.

余ハ曩ニ「 チフスワクチン」,「テル ミン」溶

液注射,温 穿刺ニ ヨル實體的發 熱 ニ於 テ一般

ニSchrankeノ 透 過性 ハ亢進 セルヲ 認 メ,之

ヲ以テ發 熱自身ニ其ノ透過性亢 進 ノ原因ヲ 求

メ得 ズ寧 ロ發熱 ニ ョリ或ハ其 ノ發熱 ノ原因 ニ

ヨリテ惹起 セラ レタル生體 ノ變調殊 ニ網状織

内被細胞系統 ノ状態,血 液 ノ膠質化學的變 化

等 ガSchrankeノ 透 過性亢 進ワ 來 スモノナル

ベキテ述ベ タ リ.

而 シテ發熱時ニ於ケル網 内系ノ状ハ藤 田,

藏 本氏 ガ實驗 的發 熱時 ニ鐵糖液 ノ血中消失時

間ヲ檢 セル成績 ニ ヨルモ熱下降期ニ ハ血中消

失遲延 シ即チ網 内系 ノ機能減弱 セルヲミ,其

ノ他Adler und Reimann,上 田,原 田氏 ノ

Kongorot-index試驗 ニ於 ケルモ同樣 ノ成績

ヲ得 タ リ.今 余 ノ成績 ニ於 テ網内系ト機能減

弱 セリ ト見 ル可キ「エ レク トラルゴール」注入

又 ハ剔脾及ビ其 ノ合併試驗 ニ於テ 「カゼオザ

ン」注射トハ 反對 ニSchrankeノ 透過性亢 進

セルハ之ヲ 實驗 的發熱 ニ於 ケル透過性亢 進 ト

同類ニ 論 ズベキモノナ リヤ.其 ノ際 ノ亢進 ヲ

網 内系 ニ一致點ヲ 見出スベ キカハ今茲ニ 遽 ニ

論 斷スベ カ ラズ.

Schrankeノ 局在部位ナ リトセラルル軟腦

膜 及ビ脉 絡叢 ガ網 内系ニ屬 スル細胞ヲ 有 セル

事ハNathalie, Zand (1924)ノ 研 究 ニヨリテ

モ 明 カナ リ.即 チ1%「 トリ パ ン 」青ヲ 動 物

ニ注 射 ス レバ 中樞神經 部 ハ 青 染 セ ザ ル モPia

Materハ 青 染 シPia Materノ一 部ヲ 切 除

シテ 注 射 ス ル トキ ハ 中樞神經 部 ハ 青 染 シ 且

Pia Materノ 青 染 部 ニ ハ「 トリパ ン」 青 粒

子 ヲ多 ク攝 取 セ ル特 有 ノ細 胞即 チ 清 野 博 士 ノ

Histiocyten, Goldmannノ 所 謂Pyrrholzel-

lenヲ多 ク含 有 セ ル 事 實 ハSchrankeノSchu-

tzwirkunggガ 又 網 内 系ニ ヨ リテ モ營 マ ル ル モ

ノナ ル 事ヲ 示 セ ル モ ノ ニ 非 ザ ル カ.即 チ 生 體

防 禦 裝 置 トシ テ 重 要 ナ ル作 用ヲ 有 ス ル 網 内 系

ノ一 部 分 ガPlexus, Meningen.ニ 亙 レル 事

實 モ ガ 此 際 重 要 ナ ル 意 義 ヲ有 ス ル モ ノ ナ ル ベ

シ.

又血中 ノ 「ブローム」 ノ濃度ヲ 考 フルニ正

常家兎ニ於 テハ 「ブローム」注射第6日 目ニ

ハ800乃 至900倍 ノ濃度ヲ 示 セルニ一般 ニ

Electragol注 射及ビ剔 脾等ヲ 行ヒ シ後 ハ多

少「ブローム」ノ濃度増 加セルガ如 ク700乃 至

800倍 前 後 ノ濃度ヲ 示 セリ.抑 々網内系 ノ重

要ナル機能 トシテ血行中ニ移入 セラレタル異

物ヲ攝 取貪喰 シ以テ血液ヲ清淨 ナ ラシムル作

用アル事 ハ既 ニAschoff,清 野 博士モ唱道 スル

所 ニシテSaxl und Donath.ノ 實驗 ニヨルモ

網内系 ノ機能失調スル トキハKorpuskulare

Elementeノ ミナラズ,眞 正溶液或 ハ藥物等

モ血行 中ニ注入 セシ場合 ニハ之等 ノ物質 ガ永

ク血中ニ留 ルコ トヲ見 シガ其 ノ他教室野間,

藤 田,伊 藤,藏 本,原 田,日 下,三 谷氏等 ノ

研究 ニヨルモ網 内系機能 ノ失調状態 ニアル家

兎ハ正常家兎ニ比 シ諸種血 中移入物質 ノ血中

滯留時間永 ク其 ノ處理ガ遲 延 セリ ト見ル可 キ
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事實多 々アル事 ヨリ見 レバ亦「ブローム」モ斯

ノ如 ク網内系失調時ニハ其 ノ血 中ニ於 ケル處

理遲延 シテ血 中濃度 正當家 兎ノソレニ比 シテ

増加 セルモノナル カ.サ レド血中「ブロー ム」

濃度増加セ リ トテ必ズ シモ脊髓 液ニ 移行 スル

「ブローム」量増加 スルモノニ非ズ.勿 論遠藤,

山 本氏等 ノ實驗 ニ ヨレバ 「ブロームナ トリウ

ム」ヲ連續 投與 シテ家兎ガ 「ブローム」中毒 ヲ

惹起 スレバP.-Q.値 ノ低下即 チ脊髓 液 ニ比較

的多量 ノ「ブロー ム」出現 スレ ドモ余 ノ例ニ於

ケル如 ク少量 ノ 「ブローム」投與 ニテ而 モ10

日以 内ニテハ何等「ブローム」中毒ヲ發 スル事

ナク之等 ノ異常ヲ 無視 シテ可ナ リ.

嘗 テStern, Kassil et Lokschina.ガ 家 兎

及ビ 猫 ニ於 テ墨汁ヲ 注入 シ脊髓 液 ニBismut

ノ出現状態ヲ 見 タル事 アリ.而 シテ豫 メ墨汁

注射ヲ ナ シ置 ク トキハ後ニBismutヲ 注射 ス

ル モ網 内系 ハ既ニ墨汁處 理ノ爲ニ働 キツ ツア

ルガ故 ニBismutワ 速 ニ處理 シ得 ズ從ツ テ血

中ノBismutノ 濃度 ハ正常時ニ比 シテ増加 ス

ルガ故ニBismutノ 脊髓 液 ニ移行スル量ハ多

クナ リ以 テBarriereノResistanceヲ 決 定 シ

得 タ リ トナセリ.ナ ル程Luigi Califanoノ 研

究ニ ヨリテモ明カナルガ如クBismutハ 血 中

ニ輸 入セラルルヤ大 ナル粒子 ノSuspeneion

トシテ正常時ニ於テハ網内系ニ攝取 セラル レ

ドモ墨汁ヲ 多 ク注射 セル場合 ハ墨汁ガ網内系

ニ攝取 セラレ血 中Bismutノ 濃度 ハ上昇 シ從

テ脊髓 液 ノBismut量 ハ増 加ス ト説明 シテモ

不可ナカルベ キモ而 モBarriereノResistance

ガ弱 マ レル トキハ血 中ノBismut量ハ 増加セ

ザルモ脊髓 液 ノBismut量 ハ増 加セル コ トア

ルベシ.カ ク脊髓 液ニ出現 セル物質 ノ絶對 量

ヲ以テSchrankeノ 機 能ヲ 云 々スルノ不合

理ナルハWalter氏 モ反駁 セル所 ナ リ.尚 ホ

Stern等 ハBismuut以 外他 ノ「コロイ ド」,「ク

リスタロイ ド」 ガ正常時以外脊髓 液 ニ出現 シ

易 キ如 キ場合 アリ トセバ是 レ専 ラ中樞神經 部

血管内被 ノ保護能力ガ傷害セ ラレタ リト見 ル

可 ク他ニ 説明ノ法ナシ トセリ.

要 之,網 内系 ノ機能失調時 ニ於テハSch-

rankeノ 透 過性 ハ亢進 セルハ臨牀 上 ニモ甚 ダ

興味 アル問題ニシテ之ト對 立 シBierノ 刺 戟

療法又 ハ化學的療法ガ其 ノ作用効果ヲ 現 ス ト

キニ於テ網内系 ノ状ト 關聯 シ(Krischewski)

透 過 性ニモ一定 ノ關係 アル事ハ注意 スベ キ事

ナ リ ト信ズ.

第5章 結 論

余ハ家兎 ニ於テElectrargol注 入竝 ニ脾臓

剔出ニ ヨリテ網状織内被細胞系統 ノ機能失調

ヲ惹起 セシメ,又 ハBaseosan注 入ヲ 行 ヒシ

後 ニWalter氏 「ブローム」法 ニヨ リBlut-

Liquorschrankeノ 状態ヲ觀 察 セリ.其 ノ

成績 ニ ヨレバ,「 カゼオザ ン」注射ニ於テハ

Schrankeノ 透 過性ハ 寧 ロ緊密性 トナリ,網

内系失調ヲ 來 セル家兎ニ於 テハ一般 ニ透過性

亢進 シ,特 ニ剔脾及 ビ「エ レク トラル ゴール」

注射合併ニ於テハ著 明ニ透過性 ノ亢進ヲ 認 メ

タ リ.

擱筆スルニ臨 ミ常ニ御懇篤ナル御指導 ト御校

閲ヲ賜ハリシ恩師柿沼教授ニ深謝ス.
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